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1. はじめに 

 近 年 、 Web 上 で RIA(Rich Internet 

Application)と呼ばれるコンテンツを載せるペ

ージが増えている。JavaScript や Flash などを

使用した操作性や表現性高い動的なコンテンツ

である。RIA を使用すれば、Web 上の文字や画像、

ページに様々な動きを付加することができる。

これにより、表現の可能性が大きく向上し、多

機能な RIAを開発することが可能となる。 

 しかし、RIA を使用したページにはアクセシビ

リティの問題が生じる可能性がある。ページが

動的に更新されるので、スクリーンリーダや拡

大鏡などの支援技術を使用してページを閲覧す

る人は更新されたことに気付かず、正しい情報

が得られない恐れがあり、深刻な問題である[1]。 

 こういった問題を解決するために、W3C は

WAI-ARIA[2]という、RIA のアクセシビリティに

関するガイドラインを策定している。WAI-ARIA

は、動的な Web コンテンツを障碍者ユーザにと

ってよりアクセシブルにする方法を定義するも

のである。特に Ajax, HTML, JavaScript などの

技術を用いて開発される動的なコンテンツを対

象としている。 

 しかし、このガイドラインは膨大な量があり、

作成したコンテンツがガイドラインに対応して

いるのかを確認するには大きな手間とコストが

かかる。そこで本研究では、作成した HTML がガ

イドラインに対応しているかどうかを自動評価

し、テストや修正を容易にする手法について提

案する。 

 

2. 研究の利点 

 本研究では、作成した HTML がアクセシビリテ

ィのガイドラインに対応しているかを自動で評

価する手法について提案する。 

JavaScript を使用した動的なページは、表示

が次々と変化していくので、アクセシビリティ 

 

 

 

 

 

のチェックが難しい。そのため、JavaScript を

使用したページのアクセシビリティを高めるこ

とが急務である。 

 アクセシビリティのガイドラインの量は膨大

である。作成したコンテンツがガイドラインに

沿うかを自動で評価することにより、手間とコ

ストを削減することができる。 

 結果としてアクセシブルな RIA を提供するこ

とが可能となる。 

 

3. ガイドラインの例 

WAI-ARIAの例を挙げる。 

図 1 は、図 2 のチェックボックスを表示する

ソースコードである。図 1 のソースコードにガ

イドライン項目を適用させたものが図 3 である。 

チェックボックスの例では、1 行目の「input 

type="checkbox"」の記述からこのタグによって

チェックボックスが作成されていることが分か

る。この要素がチェックボックスを表している

ことをユーザエージェントに知らせるために

「role=”checkbox”」と記述しなければならない。

また、チェックボックスに対しては「 aria-

checked」属性を指定しなければならない。

「aria-checked」属性を指定することによって、

そのチェックボックスが現在チェックされてい

るかをユーザに知らせることができる。 

また、図 4 は図 2 のツリー構造を示すソース

コードである。図 5 は図 4 のソースコードにガ

イドライン項目を適用した例である。HTML には

ツリー構造の展開や折りたたみをサポートする

ネイティブの要素がない。そこでツリーの要素

には treeitem のロール、その親要素には tree

のロールを設定しなければならない。これらの

ロールを設定することにより HTML のツリー構造

を支援技術に伝えることができる。 

 
1   <input type=”checkbox”> 

2  チェックボックスのラベル 
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図 2 ブラウザでの表示画面 

 

1   <input type="checkbox" 

2     value="check"  

3     role="checkbox"  

4     aria-checked="true"> 

5      チェックボックスのラベル 

図 3 ガイドライン項目の適用例 1 

 

1  <ul> 

 2     <li class="section"> 

 3    <h2>果物</h2> 

 4     <ul> 

 5        <li>りんご</li> 

 6        <li>みかん</li> 

 7     </ul> 

 8     </li> 

 9     <li class="section"> 

10    <h2>野菜</h2> 

12     <ul> 

13        <li>トマト</li> 

14        <li>キャベツ</li> 

15      </ul> 

16     </li> 

17  </ul> 
図 4 ツリー構造のソースコード 

 
1  <ul role="tree"> 

2     <li class="section" role="treeitem"> 

3     <h2>果物</h2> 

4     <ul role="group"> 

5        <li role="treeitem">りんご</li> 

6        <li role="treeitem">みかん</li> 

7     </ul> 

8     </li> 

9    <li class="section" role="treeitem"> 

10     <h2>野菜</h2> 

11     <ul role="group"> 

12        <li role="treeitem">トマト</li> 

13        <li role="treeitem">キャベツ</li> 

14     </ul>                       

15     </li> 

16   </ul> 

図 5 ガイドラインの適用例 2 

 

4. 本手法の手順 

 本手法の概略図は図 6 のようになる。本手法

は、HTML の読み込みからガイドラインの適用の

判定結果の出力まで、大きく以下の 3 つのステ

ップで構成される 

1. 作成された HTMLの読み込み 

2. ガイドラインの適用の判定 

3. 判定結果の出力 

 
図 6 本システムの概略図 

 

4.1. HTMLの読み込み 

 作成された HTML を読み込み、要素名、属性、

属性の状態を得る。図１では、チェックボック

スというオブジェクトについて記述するタグの

中に書かれた属性を得る。 

4.2. ガイドラインの適用の判定 

 次に解析した情報をガイドラインと照らし合

わせ、ガイドラインを適用できるかどうかを判

断する。要素名や属性からその要素が何を表し

ているかを判断し、それに対してどのガイドラ

イン項目を適用させればよいかを判定する。 

4.3. 判定結果の出力 

 ガイドラインの適用の判定結果について、以

下の 3つのレベルに分けて出力する。 

 ・必ず直さなければならないもの 

 ・直した方が良いもの 

 ・どちらでも良いもの 

 ガイドラインの各項目は、必須で適用すべき

ものからオプションで適用を判断してもよいも

のまで適用に関する強制度は様々である。3 つの

レベルはこの強制度を表していて、WAI-ARIA に

記述されている「なければならない」「てはな

らない」「すること」「しなこと」「べきであ

る」「推奨される」「てもよい」「オプション」

というキーワードから判断する。 

 

5. おわりに 
 本手法では、JavaScript を使用した動的な
Web ページの HTML ファイルを入力し、ガイドラ
インの適応状況を自動で判定する手法を提案し
た。今後の課題はシステムの実装と評価である。 
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